
架橋発泡ポリエチレンの製法は，架橋方式の違いにより化学

架橋方式と電子線架橋方式の2

同時に気泡膜，スキン層の厚みが薄くなることでフォーム全体

のコシ強度が低下し，柔軟性が高くなります。そのためスリム

エースは外観，風合い，肌触りがフォームエースに比べて大き

く改善されます。逆にフォームエースは気泡径が大きいために

表面強度が高くなりコシ強度の高いフォームが製造できるとい

う長所を持ちます。

開発いたしましたスリムエースの基本物性を表 1に示しま

す。標準グレードとしては，下記に示す5種類を持ち，特殊グに粘着テープ，図3 c）に住宅用気密部材の応用例を示

します。
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図3 スリムエースの応用例　a）床材　b）テープ基材　c


